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１．対象地域の状況
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一般国道５７号
熊本環状連絡道路
く ま も と か ん じ ょ う れ ん ら く
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〇中九州横断道路は、大分県大分市を起点として、

熊本県熊本市に至る高規格道路。

対象地域の状況

１．中九州横断道路の概要

おお いた おお いた

く ま も と く ま も と

3※R7.2月現在の道路網

中九州横断道路

延長3.9km

※ 未供用区間のインターチェンジ名称は仮称



対象地域の状況

１．中九州横断道路の役割・位置づけ
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○中九州横断道路は、高速交通ネットワーク等を担う高規格道路に指定。
○熊本環状連絡道路は、北の福岡方面と東の大分方面の玄関口となり、都市の骨格を形成し、都市間を連結

する重要な役割を担う路線である。

■熊本都市圏のネットワーク全体像

熊本環状連絡道路

■九州 広域道路ネットワーク計画図

拡大図

熊本環状連絡道路

出典：九州地方新広域道路交通計画（R3.7）

出典：第１回熊本都市圏３連絡道路有識者委員会（R5.11）資料を一部修正
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対象地域の状況

２．地域状況
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○対象地域（熊本市、合志市）の人口は年々増加傾向にあり、伸び率は熊本県や全国平均を上回っている。
○生産年齢人口の割合は、全国と同程度である。

【人口増減率の状況】

※H2とR2の国勢調査結果の比較 ※( )内はR2の人口 出典：R2国勢調査

玉名市長洲町
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人口減少する地域が多い中、
熊本市、合志市では
人口が増加傾向

熊本市
9％

(73.9万人)

大津町

嘉島町

合志市
47％

(6.2万人)
菊陽町

玉東町

【人口の推移】

出典：H2～R2国勢調査

【年齢別人口割合】

出典：R2国勢調査

平成2年を1.0とした場合の伸び率
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通勤・通学
32％

業務・物流
19％

観光・
余暇
16％

家事・買物
12％

送迎
5％

不明
16％

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査_自動車起終点調査

３割以上

【対象地域（熊本市、合志市）～菊池地域の移動目的】

対象地域の状況

3．交通特性
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○対象地域（熊本市、合志市）の交通流動は、福岡県や大分県などへの広域交通や菊池地域（菊池市、大
津町、菊陽町）、阿蘇地域への交通流動があり、対象地域から菊池地域の移動目的は通勤・通学が３割以
上を占める。

○対象地域（熊本市、合志市）の通勤通学時における利用手段の約６割が自動車であり、熊本県内平均より
も低いが、自動車利用割合は年々増加傾向にある。

【現況交通流動】

【通勤通学時の利用手段】
■熊本県

■対象地域（熊本市・合志市）

出典：H2～R2国勢調査

自動車 自転車 鉄道 バス 二輪車 徒歩・その他

約7割

約6割

増加傾向

N=787百台

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査_自動車起終点調査

熊本市

合志市

上益城地域
（94,997台/日）

凡例

高規格道路

一般国道

対象区間

対象地域

交通流動

鹿児島県
・宮崎県

（4,990台/日）
熊本県南部

（22,120台/日）

天草地域
（7,652台/日）

宇城地域
（57,987台/日）

阿蘇地域
（21,844台/日）

大分県
（2,504台/日）

菊池地域
（120,534台/日）

佐賀県・
長崎県

（4,551台/日）

福岡県
（16,253台/日）

熊本県北部
（57,710台/日）

熊本市・合志市間
（49,090台/日）



阿蘇内牧温泉

阿蘇ファームランド

黒川温泉
大分県

熊本県

大観峰

熊本城

菊池渓谷

らくのうマザーズ
阿蘇ミルク牧場

草千里ヶ浜

熊本駅

熊本市

合志市

大津町

菊陽町

道の駅旭志

熊本空港

道の駅大津

道の駅阿蘇

カドリー・ドミニオン

出典：R5熊本県観光統計

阿蘇地域
1,025万人

菊池地域
650万人

熊本地域
869万人

国道57号沿線には
著名な観光地が点在

（仮）熊本北JCT

（仮）西合志IC

（仮）合志IC
（仮）大津西IC

熊本環状連絡道路

延長3.9km
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対象区間
事業区間
調査中区間
開通済み区間
主要な観光地

対象地域の状況

4．地域の特色
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○対象地域周辺には、世界有数の半導体メーカーや国内有数の二輪工場、それらの関連企業が集積し、
製造品出荷額は菊池地域・熊本市で県内の約5割を占める。

○阿蘇地域周辺には、「大観峰」、「阿蘇ファームランド」など著名な観光地が広く点在する。

【菊池地域に立地する工場】

大観峰 阿蘇ファームランド

【阿蘇地域周辺の観光地と観光客数】

道の駅阿蘇

出典：R6菊池管内概要_菊池地域振興局

菊池地域の工場数

合計その他
二輪四
輪関連

半導体
関連

2341473453

【製造品出荷額の地域別県内シェア】

菊池地域と熊本市で
県の約5割を占める

出典：R5経済構造実態調査

菊池地域
38％

熊本地域

14％

荒尾・玉名

地域

12％

その他

27％

熊本県

製造品出荷額

34,786億円
八代地域

9％

※菊池地域：菊池市、合志市、大津町、菊陽町

熊本地域：熊本市

荒尾・玉名地域：荒尾市、玉名市、玉東町、南関町、

長洲町、和水町

八代地域：八代市、氷川町

（経済構造実態調査より）

※R4 1年間の数値



◆全国政令指定都市の主要渋滞箇所

出典：国土交通省資料（R7.2時点）

熊本市内の主要渋滞箇所数は
政令市の中でワースト1位

〇熊本市内の主要渋滞箇所は174箇所あり、全国の政令指定都市の中でも最も多い。
○熊本市中心部では、交通集中により交通容量が不足しており、熊本市のDID地区の平均速度は16.1㎞/h

と速度低下が著しい。

対象地域の状況

5．熊本都市圏の交通状況
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◆全国政令指定都市の平均速度（DID内）

熊本市中心部（DID）の平均速度は
全国ワースト１位

出典：全国道路・街路交通情勢調査（H27）

※各市のDID範囲を対象に、高速道路は除いて集計
※３大都市圏に該当する政令指定都市（大阪、名古屋）は除いて集計

山鹿市

阿蘇市

西原村

益城町

御船町 山都町

甲佐町

宇土市

玉東町

玉名市

和水町

宇城市

嘉島町

美里町

氷川町

南阿蘇村

菊池市

合志市

荒尾市

長洲町

福岡県

凡 例
熊本市DID
熊本市（DIDを除く）
熊本都市圏（熊本市を除く）

◆熊本都市圏の平均速度

熊本駅

新玉名駅

菊陽町

大津町

2.8（1.77）

2.7（1.86）

5.0（1.82）

3.5（1.75）

4.0（1.38）

5.2（1.86）

4.8（1.87）

6.5（1.52）

6.4（1.86）

4.3（1.31）

5.9（1.41）

3.5（1.36）
2.9（1.38）

3.9（1.44）

交通量 万台/日（混雑度） 主要国道の交通状況
※熊本市内の混雑度が高い箇所

出典：全国道路・街路交通情勢調査（H27）

熊本市役所

＜速度低下の考え方＞
平均速度20km/h以下が主要渋滞箇所の選定基準となるな
ど、混雑の一つの目安となる。

E3

E77
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5．熊本都市圏の交通状況
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〇熊本県内の主要渋滞箇所数の大部分は熊本市に集中。
〇熊本市中心部及び中心部から延びる国道５７号、３号などの放射道路は、ピーク時の平均旅行速度が

20km/h以下になるなど速度低下が著しい。

出典：ETC2.0プローブデータ（R6.4月平日）、道路利用者要望（R6.5月版）

■熊本都市圏の交通状況（R6.4月平均 平日7時台）

対象地域の状況

熊本駅

セミコン
テクノパーク

本田技研
熊本工場TSMC

第一工場

大津町役場

菊陽町役場

合志市役所

（仮）合志IC

（仮）大津西IC

大津IC

熊本北SIC

熊本IC

小池高山IC

熊本空港

益城熊本空港IC

池上熊本駅IC

(仮)城山IC

(仮)砂原IC

花園IC

和泉IC

（仮）西合志IC

熊本環状
連絡道路

下硯川IC

【凡 例】

：主要渋滞箇所

：うち、解除済み

- 道路利用者要望箇所-

：主要渋滞箇所

：主要渋滞箇所以外

【交差点】

【区 間】

：バス、トラック

ﾀｸｼｰ・ﾊｲﾔｰ協会

-10km/h
10-20km/h
20-30km/h
30-40km/h
40-50km/h
50km/h-
データなし

- 平均旅行速度-

- 道路事業-
：対象区間

：事業中区間

：供用中区間

熊本市役所



九州地方整備局

10

２．一般国道５７号 熊本環状連絡道路の概要
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一般国道５７号 熊本環状連絡道路の概要
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【事業位置図】

【事業の経緯等】

熊本環状連絡道路

【標準断面図】 （単位：m）（単位：m） 橋梁部土工部

熊本環状連絡道路
延長3.9km
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滝室坂道路
延長6.3㎞

たきむろざか

竹田阿蘇道路
延長22.5km

た け た あ そ

大野竹田道路
延長12.3km

お お の たけた

国道57号

北側復旧道路
延長11.9km

きたがわふっきゅう

千歳大野道路
延長8.7km

ち と せ おおの

犬飼千歳道路
延長4.3km

いぬかい ちとせ

（仮）熊本北JCT・IC

（仮）西合志IC
（仮）合志IC

北熊本SIC

植木IC

（仮）波野IC

（仮）荻IC

（仮）竹田西IC

（仮）竹田久住IC

竹田IC 朝地IC

大野IC

大野東IC

千歳IC

犬飼IC

大分宮河内IC
大分米良IC

大分光吉IC

熊本IC

菊池市

大津道路
延長4.8km

おおづ
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（起）

（仮）大津西IC

下硯川IC

和泉IC

菊水IC

大津東IC
車帰IC

阿蘇西IC

南関IC

みやま柳川IC

八女IC

大津熊本道路
延長13.8km

お お づ く ま も とくまもとかんじょうれんらく

き く ち

・事業名：一般国道５７号 熊本環状連絡道路

・区間 ：熊本県合志市野々島～熊本市北区下硯川町 ・延長：3.9km

・車線数：4車線［自動車専用道路］ ・計画交通量：約38,500台/日 ・全体事業費：約920億円

【計画概要】

こ う し し も す ず り か わ ま ちき たの の し まく ま も と く ま も と

く ま も と か ん じ ょ う れ ん ら く

・R4.12～R5.6：計画段階評価の手続き

・R5.7 ：対応方針（概略ルート・構造）の決定

・R6.2 ：都市計画決定（熊本県・熊本市）

く ま も と か ん じ ょ う れ ん ら く

大津IC



３．地域の課題と整備効果

九州地方整備局
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1．輸送効率の向上による産業活動の支援

【課題】
●中九州横断道路沿線には半導体関連企業等が立地し、製品・部品等を熊本港や九州縦貫自動車道等から全国へ

輸送。
●国道57号の交通渋滞により円滑な物流交通等を阻害。

【効果】
○交通・物流拠点へのアクセス性向上により安定した物流網を構築。

地域の課題と整備効果
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■半導体関連の製品・部品等の出荷ルート

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時・非混雑時旅行速度
出典：九州半導体関連企業サプライチェーンマップ_経済産業省九州経済産業局（R4.3）

ヒアリング結果(R6.11)

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より
【現況】現道利用ルート【整備後】事業中含む中九州横断道路＋熊本環状連絡道路利用ルート（設計速度80km/hで算出）

※熊本中核工業団地 （合志市、菊陽町、大津町の企業集積地のうち最東部の箇所）

■企業集積地※2～熊本港の移動時間ロス※3

〔企業集積地※～熊本港の所要時間〕 【現況】 101分 ⇒ 【整備後】 36分（約65分短縮）

※1 国道57号を非混雑時旅行速度で移動した場合の移動時間
※2 熊本中核工業団地
※3 国道57号を対象とした移動時間ロス

※1

最低限必要な
移動時間

約3割の
損失が発生

渋滞などで損失
している時間

75％
(76分)

現況
（混雑時）
移動時間
約101分

25％
(25分)

こうし きくようまち おおづまち



0% 20% 40% 60% 80% 100%

管外搬送

（1,128件）

搬送件数

（3,013件）

【効果】
○第三次救急医療施設への搬送時間短縮により、地域で生活が営める環境を維持。

2．速達性の向上による救急医療活動の支援

地域の課題と整備効果
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【課題】
●第三次救急医療施設が立地していない阿蘇地域では、管外搬送件数のうち約4割が熊本市内の第三次救急医療

施設へ搬送。
●国道57号の交通渋滞に巻き込まれ、搬送に時間がかかっており、速達性の確保が課題。

■阿蘇地域の搬送件数（R5） ■第三次救急医療施設への搬送ルートと旅行速度(混雑時(朝ピーク))

出典：ETC2.0プローブデータ(R6.10 _7～8時台)、ヒアリング結果(R6.11)

〔阿蘇市役所～熊本医療センターの所要時間〕 【現況】 104分 ⇒ 【整備後】 70分（約34分短縮）
〔大津町役場～熊本医療センターの所要時間〕 【現況】 67分 ⇒ 【整備後】 46分（約21分短縮）

出典：阿蘇広域行政事務組合消防本部提供資料

管外搬送
37％

管外搬送が約4割

うち、第三次救急医療施設への搬送が約4割

管内搬送
63％

第三次救急医療施設
(熊本市内)

41％
その他の病院

(熊本市内) 
9％

その他の病院
(熊本市以外) 

50％

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より
【現況】現道利用ルート【整備後】事業中含む中九州横断道路＋熊本環状連絡道路利用ルート（設計速度80km/hで算出）

【阿蘇地域】 阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、高森町、南阿蘇村※西原村は管轄外

あ そ くまもと

あ そ



3．高速性・定時性向上による観光産業の活性化を支援
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地域の課題と整備効果

【効果】
○観光施設への移動時間短縮により、周遊性の高い道路ネットワークを構築。

【課題】

●阿蘇地域は県内第1位の観光客数を誇り、約6割は県外からの来訪者。
●熊本駅等のゲートウェイからの来訪時は、国道57号の交通渋滞によりアクセス性が低く、高速性・定時性の確保が課題。

■阿蘇市観光客の内訳（R5） ■熊本駅から阿蘇地域へのルート

出典：阿蘇市役所観光課提供資料

N=272人

出典：R5阿蘇くじゅう観光圏整備計画、R4熊本県観光統計

■熊本駅～阿蘇市役所の所要時間ばらつき

〔熊本駅～阿蘇市役所の所要時間〕 【現況】 102分 ⇒ 【整備後】 63分（約39分短縮）

出典：ETC2.0プローブデータ（R6.10_昼間12時間）

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より 【現況】現道利用ルート【整備後】事業中含む中九州横断道路＋熊本環状連絡道路利用ルート（設計速度80km/hで算出）

熊本駅から阿蘇地域(現況)

熊本駅から阿蘇地域（整備後）

主な観光施設

阿蘇地域

事業中区間

対象区間

ジャンクショ ン

イ ンターチェンジ

あ そ

あ そ

あ そ

【阿蘇地域】 阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、高森町、
南阿蘇村、西原村



４．費用便益分析結果

九州地方整備局
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費用便益分析結果
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Ｂ／Ｃ便 益

合 計
約11,528億円

約10,012億円走行時間短縮便益

約1,079億円走行経費減少便益

約436億円交通事故減少便益

事 業 費

合 計
約7,214億円

約6,686億円事業費

約495億円維持管理費

約33億円更新費
上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト

※現在価値化後

Ｂ／Ｃ便 益

合 計
約2,671億円

約2,443億円走行時間短縮便益

約150億円走行経費減少便益

約78億円交通事故減少便益

事 業 費

合 計
約975億円

（約658億円）

約920億円
（約643億円）

約418億円改良費

事業費

約288億円橋梁・IC費

約57億円その他工事費

約51億円用地及補償費

約106億円間接経費

約55億円
（約15億円）

維持管理費

※上段：単純合計（税込）
下段：現在価値化後

上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト

※現在価値化後

【中九州横断道路（大分市～熊本市）】

【今回事業化区間（熊本環状連絡道路）】

※現在価値化後

※1：基準年（令和6年）における現在価値を記載 （現在価値算出のための社会的割引率：4％）
※2：比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率

※1

※1

※1

※1 11,528億円
1.6＝

7,214億円

2.4 (2%） ※2

3.0 (1%） ※2

（参
考
）

2,671億円
4.1＝

658億円

6.1 (2%） ※2

7.7 (1%） ※2

（参
考
）



費用便益分析結果

18



く ま も と か ん じ ょ う れ ん ら く

〇３便益に含まれていない効果についても貨幣換算化
〇参考比較値として、多様な効果を含めた費用対効果分析※1を実施

19

【参考】費用便益分析に含まれない効果

〇 救急医療活動の支援

（医療アクセス向上） 【約204億円※3】

〇 地域産業の支援（沿線開発の促進・

新規投資の誘発） 【約2.5兆円/10年※4】

〇 災害時の輸送向上 【約57億円※3】

〇 観光産業の支援 【約1,398億円※3】

B/C = 1.6

その他多様な効果（参考）

３便益

〇走行時間短縮便益

〇走行経費減少便益

〇交通事故減少便益

Ｂ/Ｃ

多様な便益※2 を含めた B/C = 1.7 【参考値】

その他多様な効果を含めた B/C = 5.4 【参考値】
（この他、数値化できない多様な効果がある）

〇 走行時間信頼性向上便益 【約943億円】

〇 CO2排出削減量

【約945～約33,040 t-CO2/年】

（CO2排出削減便益 ： 約79億円）

多様な便益※2（参考）

計 約11,528億円 計 約1,022億円 計 約26,659億円

※1 ： ・費用便益分析結果は、大分市～熊本市を対象とした一体評価の値
※1 ： ・基準年（令和6年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）
※2 ： ・時間信頼性向上便益算定マニュアル（案）［国土技術政策総合研究所(H26)］、客観的評価指標の定量的評価指標の算出手法について［国土交通省道路局、

都市地域整備局（H15）］を基に算定
※3 ： ・便益算出の検討期間を50年で算出した便益
※4 ： ・便益算出の検討期間を2021年～2030年の10年で算出



・熊本環状連絡道路を含む中九州横断道路の整備による走行時間信頼性の向上便益として、約943億円と算出。

・1年間に生じる総余裕時間
整備なし；26,596.17億円/年 － 整備あり；26,541.44億円/年
＝約54.73億円/年 ※評価期間の最大値

走行時間信頼性向上便益

熊本環状連絡道路を含む中九州横断道路の整備による
走行時間信頼性の向上便益
約943億円と算出
［参考］走行時間短縮便益（10,012億円）の約9％

▼ 時間信頼性向上便益
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【参考】多様な便益（走行時間信頼性向上便益）

時間信頼性
向上便益

（億円／年）

総余裕時間費用（億円／年）

②整備あり①整備なし

1.05
～54.73

2,388,101
～26,541,445

2,389,153
～26,596,174

事業全体

令和6年度基準年

事業全体

1.14億円単年便益（初年便益）

943.22億円基準年における現在価値

▲ 時間信頼性向上便益の概念

▼ 便益表（現在価値）

▲ 熊本環状連絡道路の概略位置図

凡 例
供用区間
事業中区間
調査中区間

対象区間
ジャンクション
インターチェンジ

※大分市～熊本市を対象とした値であり、評価期間の最小値～最大値。



47,867,926 

47,834,886 

47,810,000

47,820,000

47,830,000

47,840,000

47,850,000

47,860,000

47,870,000

47,880,000

整備前 整備後

（t-co2/年）

0

・1年間に生じる総CO2排出量
整備なし；47,867,926t-CO2/年 － 整備あり；47,834,886t-CO2/年
＝約33,040t-CO2/年 ※評価期間の最大値

※1 「新たな便益の算出に関する考え方（案）」令和6年3月で示された原単位

CO2排出削減便益

熊本環状連絡道路を含む中九州横断道路の整備による
CO2排出削減便益
約79億円と算出

▲ 熊本環状連絡道路の概略位置図

▼ CO2排出量削減

21

【参考】多様な便益（CO2排出削減便益）

CO2排出量
削減

（t-CO2／年）

CO2排出量（t-CO2／年）

②整備あり①整備なし

954
～33,040

4,288.455
～47,834.886

4,289,409
～47,867,926

事業全体

令和6年度基準年

事業全体

0.11億円単年便益（初年便益）

78.71億円基準年における現在価値

▼ 便益表（現在価値）

・熊本環状連絡道路を含む中九州横断道路の整備によるCO2排出削減便益として、約79億円と算出。

▲ CO2の貨幣評価原単位※1

▲ CO2排出量削減効果

「国土技術政策総合研究所資料第671号」の排出原単位に基づき、
CO2排出量削減を算定した結果、

約33,040トンの削減効果が見込まれる

0
凡 例

供用区間
事業中区間
調査中区間

対象区間
ジャンクション
インターチェンジ

※大分市～熊本市を対象とした値であり、評価期間の最小値～最大値。



・1年間に生じる救命件数の総額
多量出血等による救命人数×601百万円※1

（死者1人当たり）
＝約14.06億円/年間

※1 人命１人当たりの貨幣評価原単位として、精神的損害額（6.01億円/人）と設定。
（「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針（共通編）令和6年9月」で示された原単位）

熊本環状連絡道路を含む中九州横断道路の整備による
救急医療施設へのアクセス向上効果

約204億円の効果と試算

▲ 第三次救急医療施設への搬送ルート

▲カーラー曲線と救急搬送時間短縮効果
（大津町役場⇒熊本医療センター〔熊本市〕）
出典：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より
【現況】現道利用ルート
【整備後】事業中含む中九州横断道路＋熊本環状連絡道路利用ルート（設計速度80km/hで算出）

30秒 1分 2 3 5 10 15 30 1時間

（時間経過）

100

75

50

25

（
死
亡
率
）

(%)

心
臓

停
止

呼
吸

停
止

多
量

出
血

67分46分

96.8％

85.2％

20km/h未満

20～30km/h

30～40km/h

40～50km/h

50km/h以上

第三次救急医療施設

搬送ルート（現況）

搬送ルート（整備後）

事業中区間

対象区間

ジャンクション

インターチェンジ

救命率向上（約12%）

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より
【現況】現道利用ルート
【整備後】事業中含む中九州横断道路＋熊本環状連絡道路利用ルート

（設計速度80km/hで算出）

▲ 国道57号渋滞状況（保田窪北）
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【参考】その他多様な効果（救急医療活動の支援）

・熊本県内の第三次救急医療施設は全て熊本市内に立地し、大津町など他地域では、高次医療が必要な場合、熊本市内の第三次救急

医療施設へ搬送されている。

・熊本環状連絡道路を含む中九州横断道路の整備による救急医療施設へのアクセス向上効果として、約204億円の効果と試算。

菊陽町

合志市

熊本市

菊池市

大津町

西原村益城町

E3

済生会
熊本病院

熊本医療
センター

大津町役場

熊本環状連絡道路

熊本赤十字病院

約46分

約67分

写真



・令和6年12月24日に、公益財団法人九州経済調査協会と九州・沖縄地銀連携協定Q-BASSにより、九州地域（九州・沖縄・山口）におけ

る半導体関連設備投資による経済波及効果の推計値（更新）が発表され、2021年～2030年の10年で「約6.2兆円」規模の投資が予定さ

れ九州全体で「約23兆円」の経済波及効果が発現すると見込まれている。

・経済産業省資料（産業立地政策について R5.5.29 経済産業省地域経済産業グループ 資料）によると、企業の立地選定では「インフラ整

備（道路や工業用水等）の充実」を重視している。

・中九州横断道路等のインフラ整備による経済波及効果として、九州全体で約2.5兆円/10年の経済波及効果と試算。
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【参考】その他多様な効果（地域産業の支援（沿線開発の促進・新規投資の誘発））

出典：2024.12.24 プレスリリース 公益財団法人九州経済調査協会、九州・沖縄地銀連携協定Q-BASS
「九州地域（九州・沖縄・山口）における半導体関連設備投資による経済波及効果の更新についてより抜粋

熊本県：13.4兆円/10年
（約6割）

（2021-2030）

九州：約23兆円/10年

熊本県
大規模設備投資

4.9兆円/10年
(約8割)

（2021-2030）

九州
大規模設備投資
約6.2兆円/10年
（2021-2030）

TSMC等の半導体関連設備投資による全体〔熊本県〕
での経済波及効果 ： 23 〔13.4〕 兆円/10年

出典：産業立地政策について R5.5.29 経済産業省地域経済産業グループ 資料より抜粋

【想定影響割合】
×11％

立地選定理由の
「インフラの整備が充実」

配点割合

最も重視した×2点
＋

重視した×1点
合計値に対する割合

中九横断道路等のインフラ整備による経済波及効果
23〔13.4〕兆円/10年×11％

≒2.5 〔1.5〕 兆円/10年の経済波及効果と試算

■企業立地選定理由
＝『インフラの整備が

充実している』



・改善ペア；防災機能評価における主要3ペア（高遊原分屯地～道の駅波野、大分分屯地～道の駅すごう、福岡空港～大分大学医学部附属病院）

・災害発生確率（期待確率）；6.2％(海溝型地震の長期評価の概要で示された値)

・緊急支援台数：42台/ペア（東日本大震災時の全日本トラック協会における緊急物資輸送についてで示された事例実績値）

・時間価値；時間価値原単位（普通貨物車）

▲防災機能改善ペア（高遊原分屯地～道の駅波野）
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【参考】その他多様な効果（災害時の輸送向上）

災害時にも機能する信頼性の高い道路ネットワークの構築

出典：熊本県地域防災計画
九州を支える広域防災拠点構想(熊本県)

出典：内閣府、九州を支える広域防災
拠点構想(熊本県）

■⼀体評価（中九州横断道路）

③=①-② ④ ⑤ ⑥ ⑦=③*④*⑤*⑥
28 ⾼遊原分屯地 327 波野 1,440.0 41.3 1,398.7 101.94 6.2% 42 1.36
33 ⼤分分屯地 371 すごう 1,440.0 55.1 1,384.9 101.94 6.2% 42 1.34
39 福岡空港 222 ⼤分⼤学医学部附属病院 1,440.0 172.0 1,268.0 101.94 6.2% 42 1.23

（到達不能=1⽇×24×60分） 合計⑧=Σ⑦ 3.93

便益 3.93 億円
現在価値化 56.97 億円

緊急⽀援台数
（台/⽇ペア）

単年便益
（億円/年）発拠点名称 着拠点名称 ③災害時

（整備
④災害時
（整備

改善ペア 短縮時間
（分）

時間価値
（円/分・台）

災害発⽣確率
（期待確率）

▲熊本県における防災拠点の位置

▲南海トラフ地震時の対策区域

・熊本県は、南海トラフ地震時の政府現地対策本部に選定されており、熊本市周辺に位置する防災拠点から、大分県等への救援活動、
物資支援等を計画しており、九州各県へのアクセス機能確保のため、中九州横断道路等の整備が必要とされている。

・熊本環状連絡道路を含む中九州横断道路の整備による災害時の輸送向上の効果として、約57億円の効果と試算。

熊本環状連絡道路を含む中九州横断道路の整備による災害時の輸送向上の効果

約57億円の効果と試算

到達不可能(1日以上)期待所要時間 整備前

高遊原分屯地

道の駅
波野

現道はハザード（火山）により
通行不可。迂回が発生

４１.3分

整備前ルート
整備後ルート

ハザード（火山）

ハザード
（防災点検箇所）

道の駅
阿蘇

北熊本駐屯地
（第8師団）

整備後



通勤, 
27%

通学, 0%

業務・物
流, 30%

観光・
余暇, 
17%

買物・私
⽤, 21%

送迎, 6%

▲ 阿蘇市観光客の内訳(R5)

出典：阿蘇市役所観光課提供資料

N=272人

福岡県
17％

大分県 13％

長崎県 4％

その他県外
20％

東京都 4％

熊本県内
42％

県外観光客が約6割

▲ 熊本駅から阿蘇地域への主な移動ルート
出典：R5阿蘇くじゅう観光圏整備計画

R4熊本県観光統計

▲ 阿蘇地域の目的別交通量の割合
出典：H27全国道路・街路交通情勢調査自動車起終点調査

【対象地域】阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、 高森町、
南阿蘇村、西原村

対象
阿蘇地域
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【参考】その他多様な効果（観光産業の支援）

・阿蘇地域には観光施設が多く存在し、県内第１位の観光客を誇り、阿蘇市観光客の約6割は県外からの来訪者。
・熊本環状連絡道路を含む中九州横断道路の整備による観光産業活性化効果として、約1,398億円の経済波及効果と試算。

熊本駅

阿蘇
市役所

きくよう

菊陽町

こう し

合志市くまもと

熊本市 おおづ

大津町

にしはら

西原村

みなみあそ

南阿蘇村

たかもり

高森町

あ そ

阿蘇市

ましき

益城町

E3

阿蘇
神社

大観峰

草千里ヶ浜

阿蘇地域
観光入込客数県内第1位

熊本環状連絡道路
く ま も と か ん じ ょ う れ ん ら く

熊本駅から阿蘇地域(現況)

熊本駅から阿蘇地域（整備後）

主な観光施設

阿蘇地域

事業中区間

対象区間

ジャンクショ ン

イ ンターチェンジ

▲熊本県における観光旅行の実態
出典：観光庁観光入込客統計2022

観光消費額単価（日帰り・宿泊）
12,568円/人

（3,172億円÷2,524万人）

日帰り
1,452億円

宿泊
1,720億円

観光消費額
3,172億円

入込客数
2,524万人

・熊本環状連絡道路を含む中九州横断道路整備無の交通量：261百台/日

（中九州横断道路（北側復旧道路）＋現道国道57号（R3道路交通センサス））

・熊本環状連絡道路を含む中九州横断道路整備時の交通量：356百台/日

（中九州横断道路（北側復旧道路）＋現道国道57号（R22将来交通量推計））

・熊本環状連絡道路を含む中九州横断道路整備時と整備無の交通量の差：95百台/日

・対象地域を対象とした観光余暇目的割合：17％ (H27道路交通センサスマスター)

・平均乗車人数：1.30人/台（R3道路交通センサス）

・熊本環状連絡道路道路を含む中九州横断道路利用における観光客数
（356-261）百台/日×17％×1.3人/台 = 2,100人/日
⇒12,568円/人 × 2,100人/日 ×365 ＝ 約96億円/年間

熊本環状連絡道路を含む中九州横断道路の整備による観光産業活性化効果

約1,398億円の経済波及効果と試算



５．リスク分析、着工前重点準備

九州地方整備局
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区分 リスク項目 リスクへの対応状況

①工事

事業区間は、軟弱層が分布しており、事業化後に実施する盛土箇所や
函渠箇所、擁壁箇所等の地質調査結果により、軟弱地盤層厚が想定以
上であった場合、地盤改良費が増大する可能性

隣接事業の工事実績を参考に地盤改良費用を計上
今後、事業化後に盛土箇所や函渠箇所、擁壁箇所等の詳細な地質調
査を実施し、地盤改良等の対策工法を確定

事業区間は、軟弱層が分布しており、事業化後に実施する下部工箇所
の地質調査結果により、軟弱地盤層厚が想定以上であった場合、下部
工・基礎工構造や土留工構造の変更により費用が増大する可能性

近傍の地質調査結果を踏まえ、支持層位置を想定し、下部工・基礎工・
土留工の費用を計上
今後、事業化後に下部工箇所の詳細な地質調査を実施し、橋梁下部
工・基礎工構造や土留工構造を確定

事業区間は、軟弱層が分布しており、事業化後に実施するIC部の盛土
箇所や函渠箇所、擁壁箇所等の地質調査結果により、軟弱地盤層厚が
想定以上であった場合、地盤改良費が増大する可能性

隣接事業の工事実績を参考に地盤改良費用を計上
今後、事業化後にIC部の盛土箇所や函渠箇所、擁壁箇所等の詳細な
地質調査を実施し、地盤改良等の対策工法を確定

事業区間は、軟弱層が分布しており、設計・施工時に実施する切土箇所
の調査結果により、所定のCBR値が得られなかった場合、舗装構成等
の変更により費用が増大する可能性

隣接事業の工事実績を参考に舗装構成等を設定し、舗装費用を計上
今後、設計・施工時に切土箇所の調査を実施し、舗装構成等の変更が
生じる範囲を確定

熊本北ICにおける分流部の誤進入対策について、事業化後の関係機
関等との協議の結果により、対策の追加変更が生じた場合、費用が増
大する可能性

現時点で想定している分流部の誤進入対策（標識設置等）に要する費
用を計上
今後、事業化後に関係機関等と協議を実施し、分流部の誤進入対策を
確定

②用地及補償

事業化後の設計段階において、測量や地質調査結果、地元及び関係
機関との協議結果を踏まえた予備設計の結果、用地買収範囲の追加変
更が生じた場合、費用が増大する可能性

現時点の予備設計で想定される用地買収範囲を全て考慮し計上
今後、事業化後に測量や地質調査結果、地元及び関係機関との協議
結果を踏まえた予備設計を実施し、用地買収範囲を確定

事業化後の設計段階において、用地買収範囲の変更に伴う補償物件
の追加変更や現地調査及び関係機関との協議の結果に伴う支障物件
の追加変更が生じた場合、費用が増大する可能性

同規模の補償実績を参考に補償費用を計上
今後、事業化後に現地調査や設計、関係機関協議を実施し、補償費用
を確定

付帯施設

用地

補償

費目

改良

橋梁

ＩＣ・JCT

舗装

リスク分析 （一般国道５７号 熊本環状連絡道路）
くまもとかんじょうれんらく
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(仮)西合志IC

(仮)熊本北JCT・IC

←
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岡
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島
県→

下硯川IC

和泉IC

花園IC

(仮)合志IC

国道３号

植木バイパス

中九州横断道路

か

ご

し
ま

ふ
く
お
か

地質分布図

リスク分析の例 （一般国道５７号 熊本環状連絡道路）

軟弱な地盤への対応のため、地盤改良等の対策工法や橋梁下部工・基礎工構造、土留工構造の追加変更が必要となる可能性

出典：産業技術総合研究所 20万分の1地質図幅「熊本」

地盤改良範囲
の変更

すべり破壊

軟弱層

地盤改良範囲

追加調査
現地盤線

当初想定の
軟弱層厚

変更後の
軟弱層厚

A-A断面

熊本環状
連絡道路

延長3.9km

くま もと かん じょう

tm

A4 阿蘇-4火砕流堆積物
（角閃石デイサイト溶結凝灰岩、
及び非溶結のガラス火山灰及び軽石

中位段丘堆積物
（礫、砂及び泥）

う え き

追加調査
追加調査

A1 P1 P2 A2

当初想定
支持層

変更支持層

追加ボーリング箇所

当初ボーリング箇所

地盤改良範囲変更箇所

A-A断面

：切土

：盛土

①盛土箇所における地盤改良範囲の変更

②橋梁箇所における基礎杭長の変更

基礎杭長の変更 基礎杭長の変更

追加ボーリング箇所

当初ボーリング箇所

①盛土箇所

②橋梁箇所

にし ごう し

こう し

くま もと きた

しもすずりかわ

いずみ

はな ぞの

なかきゅうしゅうおうだん

近隣事業での事例

A1 P1 P2 A2

○熊本環状連絡道路の事業区間は、軟弱層が分布しており、近接事業の国道３号植木バイパスにおいて、追加の詳細な
地質調査を実施した結果、地盤改良範囲や基礎杭長の変更が発生。

○今後、事業化後に盛土箇所や構造物箇所等の詳細な地質調査を実施し、軟弱地盤層厚を把握した上で、地盤改良等の
対策工法や道路構造について検討が必要。

くまもとかんじょうれんらく

事業中区間

開通済区間

対 象 区 間
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地質分布図

出典：産業技術総合研究所 20万分の1地質図幅「熊本」

熊本環状
連絡道路

延長3.9km

くま もと かん じょう

tm

A4 阿蘇-4火砕流堆積物
（角閃石デイサイト溶結凝灰岩、
及び非溶結のガラス火山灰及び軽石

中位段丘堆積物
（礫、砂及び泥）

う え き

にし ごう し

こう し

くま もと きた

しもすずりかわ

いずみ

はな ぞの

なかきゅうしゅうおうだん

着⼯前重点準備調査の内容

○熊本環状連絡道路の事業区間は、軟弱層が分布しているため、事業着手後、着工前の調査・設計段階において、地質
調査を重点的に実施予定。

○熊本県や熊本市等の協力を事前に得た上で、熊本県や熊本市等管理の道路・河川区域等の公用地等における地質調査
の実施やＵＡＶを用いた空中電磁探査等の活用を検討し、事業区間全体の地質構造を把握するとともに、地質調査箇
所の総数を把握。

事業中区間

開通済区間

対 象 区 間

⇒ 熊本県や熊本市等の協力を事前に得た上で、熊本県や
熊本市等管理の道路・河川区域等の公用地等における
地質調査の実施やＵＡＶを用いた空中電磁探査等の活
用を検討し、事業区間全体の地質構造を把握するとと
もに、地質調査箇所の総数を把握。

着工前重点準備 （一般国道５７号 熊本環状連絡道路）
くまもとかんじょうれんらく

軟弱地盤層

高

低

凝灰質砂礫

砂質シルト

Ω･m
［比抵抗］

・高比抵抗
電気を流しにくい （間隙率や透
水性が小さく、良好な地盤）
・低比抵抗
電気を流しやすい （間隙が大
きい、地下水を含む等不良地
盤であることが多い）

※比抵抗
単位断面積を通る電流に対する
単位長さ当たりの電気抵抗
（電気の流れにくさ）

UAVを用いた
空中電磁探査
調査結果例

公用地等での
地質調査の
候補箇所例

【熊本市管理の道路】

写真箇所

道路予定位置
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着工前重点準備 （一般国道５７号 熊本環状連絡道路）

有料道路事業を前提とした計画の検討や関係者調整などを重点的に実施予定

○熊本県、熊本市から中九州横断道路の確実な早期整備実現に向けた大津西ＩＣ～下硯川ＩＣ間の有料道路事業の導入
を提案

○熊本県、熊本市からの提案を踏まえ、有料道路事業を前提とした計画の検討や関係者調整などに準備が必要。

広域図

有料道路事業の導入 検討区間 ※

※今後の交通状況、周辺状況等を踏まえ、変更の可能性がある。

くまもとかんじょうれんらく
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６．とりまとめ

九州地方整備局
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管外搬送

（1,128件）

搬送件数

（3,013件） 管外搬送 37％ 管内搬送 63％

第三次救急医療施設
(熊本市内) 41％

その他の病院
(熊本市内) 9％

その他の病院
(熊本市以外) 50％

一般国道５７号 熊本環状連絡道路に係る新規事業採択時評価
く ま も と か ん じ ょ う れ ん ら く

内容評価評価項目事
業
の
影
響

交通転換により、渋滞緩和が図られる 〔渋滞損失時間の改善 【現況】5.7万人時間／年・km ⇒ 【整備後】5.0万人時間／年・km〕◎渋滞対策自
動
車
や

歩
行
者
へ

の
影
響 渋滞緩和により、事故の減少が見込まれる 〔死傷事故率 【現況】45件／億台キロ ⇒ 【整備後】33件／億台キロ〕◎事故対策

注目すべき影響はない―歩行空間

◎住民生活

社
会
全
体
へ
の
影
響

◎地域経済

災害時にも機能する信頼性の高い道路ネットワークの構築により、持続可能な地域生活圏を維持○災害
環境（CO2排出量）の改善 〔CO2排出削減便益 ： 79億円〕○環境

◎
地域社会

２．評価結果１．事業概要

・起終点：熊本県合志市野々島～熊本県熊本市北区下硯川町

・延長等：3.9km

（第1種第3級、4車線、設計速度80km/h）

・全体事業費：約920億円 ・計画交通量：約38,500台／日

普通貨物小型貨物乗用車

約5,600台/日約5,700台/日約27,200台/日

く ま も と こ う し の の し ま く ま も と き た しもすずりかわまちく ま も と

・中九州横断道路は大分県大分市から熊本県熊本市に至る延長約120キロ

の高規格道路。このうち、熊本環状連絡道路は、熊本県合志市野々島か

ら熊本県熊本市北区下硯川町に至る延長3.9キロの自動車専用道路

・当該区間の整備により、北の福岡方面と東の大分方面の玄関口となり、

都市の骨格を形成し、国道3号や国道57号をはじめとする熊本都市圏の

渋滞緩和が期待

・半導体関連企業等の集積地と熊本中心部、交通拠点等を結び、安定した

物流網を構築して地域経済を牽引し、日本の経済安全保障に貢献

・速達性・高速性・定時性の向上により、救急医療活動や観光産業の活性化

を支援

・熊本環状連絡道路は上位計画として地域高規格道路（H6.12月）、熊本都

市圏都市交通マスタープラン（H28.3月）、九州地方新広域道路交通計画

（R3.7月）に位置づけ

･地域課題等をふまえ、計画段階評価（R4.12月～R5.6月）において以下の

政策目標を設定し、ルート構造を検討
①高速性確保・渋滞緩和による生活環境の改善

②高速性・定時性・走行性確保による産業の活性化

③高速性の確保による観光振興の促進

④救急医療機関等への速達性の向上

⑤災害に強い道路ネットワークの形成

①路線概要

②事業目的

③事業実施に向けた検討状況

おうだ ん おおいた お お い た く ま も と く ま も と

の の し まくまもと かんじ ょうれんらく こ う し

くまもとかんじょうれんらく
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図２ 事業位置図
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図１ 広域図
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■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

評価
改善度累積脆弱

度の変化
量

脆弱度
（防災機能ランク）

改善
ペア数

災害時通常時整備後整備前

26
(5) 〇

(－)
0.17
(0.10)

0.13
(0.07)

▲307.61
（▲0.00）

0.57
[C]

(0.00)
[A]

0.68
[C]

(0.00)
[A]注）費用便益分析結果は、大分市～熊本市を対象とした場合、（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合

※1：EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年（令和6年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4%）
※3：比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率 ※4：参考として多様な便益を算出

注）上段の値は大分市～熊本市を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業区間を対象と
した場合の防災機能評価結果※被災する拠点の最寄りインターチェンジを拠点とし評価

総便益総費用EIRR※1（参考)※4B/C

11,528億円※2

(2,671億円※2)
走行時間信頼性向上便益：943億円

CO2排出削減便益：79億円

7,214億円※2

(658億円※2)
6.5%(15%)

1.71.6(4.1)

2.62.4(6.1) [2％]※3

3.33.0(7.7) [1％]※3

■道路ネットワークの防災機能評価結果

(

参
考)

※本事業は、リスク分析を行うとともに、着工前重点準備を実施。※有料道路事業の活用などについて、今後検討を行う予定である。

図4 阿蘇地域の搬送件数（R5）
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出典：阿蘇広域行政事務組合消防本部提供資料

図3 第三次救急医療施設への搬送ルートと旅行速度（混雑時（朝ピーク））
出典：ETC2.0プローブデータ（R6.10_7～8時台）、ヒアリング結果（R6.11）
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【効果】
第三次救急医療施設への搬送時間短縮により、地域で
生活が営める環境を維持。

速達性の向上による救急医療活動の支援
【課題】
第三次救急医療施設が立地していない阿蘇地域では、

管外搬送件数のうち約4割が熊本市内の第三次救急医療
施設へ搬送。国道57号の交通渋滞に巻き込まれ、搬送に
時間がかかっており、速達性の確保が課題。 (図3、図4)

あ そ

く ま も と

【阿蘇地域】

阿蘇市、南小国町、小国町、

産山村、高森町、南阿蘇村

※西原村は管轄外

○阿蘇市役所～熊本医療センターの所要時間
【現況】104分 ⇒ 【整備後】70分 （約34分短縮）

○大津町役場～熊本医療センターの所要時間
【現況】 67分 ⇒ 【整備後】46分 （約21分短縮）

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より 【現況】現道利用ルート
【整備後】事業中含む中九州横断道路＋熊本環状連絡道路利用ルート（設計速度80km/hで算出）

あ そ くま もと

おお づ まち くま もと

高速性・定時性向上による観光産業の活性化を支援

【効果】
観光施設への移動時間短縮により、周遊性の
高い道路ネットワークを構築。

○熊本駅～阿蘇市役所の所要時間
【現況】102分 ⇒ 【整備後】63分 （約39分短縮）

あ そ

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より
【現況】現道利用ルート 【整備後】事業中含む中九州横断道路＋熊本環状連絡道路

利用ルート（設計速度80km/hで算出）

【課題】

阿蘇地域は県内第1位の観光客数を誇り、約6割
は県外からの来訪者。熊本駅等のゲートウェイ
からの来訪時は、国道57号の交通渋滞により
アクセス性が低く、高速性・定時性の確保が課題。

図7 阿蘇市観光客の内訳(R5)
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経済産業省九州経済産業局（R4.3）、ヒアリング結果(R6.11)
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■ 合志市、菊陽町、大津町
事業中区間
対象区間

図5 企業集積地～熊本港
の移動時間ロス※3

※2

※1
最低限必要な

移動時間

75%(76分)

渋滞などで損失
している時間

25%(25分)
現況

（混雑時）
移動時間
約101分

約3割の
損失が発生

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査
混雑時・非混雑時旅行速度

※1 国道57号を非混雑時旅行速度で

移動した場合の移動時間

※2 熊本中核工業団地

※3 国道57号を対象とした移動時間

ロス

図6 半導体関連の製品・部品等の出荷ルート

○企業集積地※～熊本港の所要時間
【現況】101分 ⇒ 【整備後】36分 （約65分短縮）

※熊本中核工業団地(合志市、菊陽町、大津町の企業集積地のうち最東部の箇所）
出典：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より

【現況】現道利用ルート 【整備後】事業中含む中九州横断道路＋熊本環状連絡道路

利用ルート（設計速度80km/hで算出）

こう し きくようまち おおづまち

くま もと
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【課題】

中九州横断道路沿線には半導体関連企業等が立地

し、製品・部品等を熊本港や九州縦貫自動車道等から

全国へ輸送。国道57号の交通渋滞により円滑な物流

交通等を阻害。(図5、図6)
【効果】
交通・物流拠点へのアクセス性向上により安定した
物流網を構築。
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図9 熊本駅～阿蘇市役所

の所要時間ばらつき
出典：ETC2.0プローブデータ（R6.10_昼間12時間）
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図8 熊本駅から阿蘇地域へのルート
出典：R5阿蘇くじゅう観光圏整備計画、R4熊本県観光統計

出典：阿蘇市役所観光課提供資料
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【阿蘇地域】阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、

高森町、南阿蘇村、西原村

頻度
分布

（図7、図8、図9)

（参考：貨幣換算）・速達性向上による救急医療施設へのアクセス向上効果：約204億円

・災害時の輸送向上の効果：約57億円

・アクセス性向上による観光産業活性化効果：約1,398億円

（参考：貨幣換算）

（参考：貨幣換算）
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・中九州横断道路等のインフラ整備による九州全体の経済波及効果：約2.5兆円/10年
（参考：貨幣換算）
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熊本IC
くまもと

（仮）西合志IC
にしごうし

（仮）合志IC
こ う し

（仮）大津西IC
おおづにし

菊池市
き く ち

菊陽町
き く よ う ま ち

北熊本SIC
きたくまもと

熊本市役所

菊陽町役場

合志市役所

23,144台/日

9,122台/日

965台/日

（仮）熊本北JCT
くまもときた

熊
本
県
合
志
市

野
々
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（起）

（終）
く
ま
も
と

く
ま
も
と

至

宇
土
市標

高
（ｍ
）

栄工業団地

栄第二工業団地

蓬原工業団地

富の原工業団地

25,737台/日

セミコンテクノパーク

原水工業団地

第二原水工業団地
だいにはらみず

はらみず

永工業団地

住吉工業団地

なが

すみよし

こう し

ふつはら

さかえだいに

さかえ

くまもと

きくようまち

とみ はら

林原工業団地
はやしばる

蘇崎工業団地
そさき

う

と

き
く
ち

やつしろう と

至 阿蘇市
あ そ

(仮)熊本北IC

至

阿
蘇
市う

と

あ

そ

くまもときた

しもすずりかわ

起点

終点

N
O
.0

大津町
お お づ

植木駅
うえき

西里駅
にしさと

崇城大学前駅
そうじょうだいがくまえ

上熊本駅
かみくまもと

熊本駅
くまもと

平成駅
へいせい

南熊本駅
みなみくまもと 新水前寺駅

しんすいぜんじ
水前寺駅

すいぜんじ

東海学園前駅
とうかいがくえんまえ

竜田口駅
たつたぐち

武蔵塚駅
むさしづか

光の森駅
ひかり もり

三里木駅
さ ん り ぎ

原水駅
はらみず
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28,043台/日
43,811台/日

20,126台/日

10,288台/日

14,983台/日

く ま も と か ん じ ょ う れ ん ら く

熊本環状連絡道路

延長 3.9km

川辺工業団地
かわべ

くまもときた

熊本北工業団地

合志工業団地
こうし

一般国道５７号 熊本環状連絡道路に係る新規事業採択時評価
く ま も と か ん じ ょ う れ ん ら く

15,726台/日

（仮）熊本北IC

0km 1km 2km 3km

凡 例

開通済み

事業中

く ま も と き た

く

ま

も

と

こ

う

し

の

の

し

ま

熊
本
県
合
志
市
野
々
島

（起）
ふくおか

至 福岡県 凡 例

対象区間

高規格道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

ジャンクション

インターチェンジ

橋梁構造

主要渋滞箇所

事故危険区間

死亡事故発生箇所

交通量（Ｒ３全国道路・
街路交通情勢調査）

市街地
(人口集中地区(ＤＩＤ))

工業団地

市町村境界線

車線数（2車線/4車線以上）

鉄道

交通量台/日

済生会熊本病院
さいせいかいくまもと

国立病院機構

熊本医療ｾﾝﾀｰ
くまもと

池上熊本駅IC
いけのうえくまもとえき
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菊池市

熊本港

中九州横断道路

E3

大津町

下硯川IC

（仮）
熊本北
JCT

熊本IC

熊本市

益城町

菊陽町

合志市

二輪車
生産拠点

対象区間

１．熊本県合志市～熊本市の課題 ２．原因分析

３．政策目標

①高速性確保・渋滞緩和による生活環境の改善

②高速性・定時性・走行性確保による産業の活性化

③高速性の確保による観光振興の促進

④救急医療機関等への速達性の向上

⑤災害に強い道路ネットワークの形成

中九州横断道路 熊本北～下硯川（熊本環状連絡道路）における計画段階評価
く ま も と き た しもすずりかわ

①交通集中による速度低下

③高規格道路ネットワークが未整備

○熊本駅等の熊本市中心部から大分方面への高規格道路ネットワークがミッシングリ
ンクとなっており、観光施設へのアクセス性や輸送時の高速性が確保されていない。

○南海トラフ地震発生時において、熊本方面から大分方面へ向かうための幹線道路が
国道57号のみであり、広域移動ルートが脆弱。（図８）

阿蘇市

西原村

益城町

御船町

山都町

甲佐町
宇土市

玉東町

玉名市

宇城市

嘉島町

美里町

氷川町

菊池市

合志市

長洲町

熊本駅

新玉名駅

菊陽町

大津町

2.8（1.77）

5.0（1.82）

3.5（1.75）

4.0（1.38）

5.2（1.86）

4.8（1.87）

6.5（1.52）

6.4（1.86）

4.3（1.31）

5.9（1.41）

3.5（1.36）
2.9（1.38）

3.9（1.44）

熊本市役所

E3

E77

対象区間

図６ 熊本都市圏の平均速度
資料：全国道路・街路交通情勢調査（H27）混雑時旅行速度

2.7（1.86）

64% 62% 60%

36%
38% 40%

2,574 
2,305 2,446 

0

1,000

2,000

3,000

R1 R2 R3

○中九州横断道路の沿線地域は、豊富な自然
と観光資源があり、熊本県・大分県内の
トップクラスの宿泊客数を誇る。（図３）

○渋滞により熊本県の玄関口である熊本駅か
らの移動時間が読めないため、高速性の高
い観光ルートの確保が課題。

○阿蘇地域からの搬送の約４割は管外搬送で
あり、多くが熊本市内の第三次救急医療施
設へ搬送されている。（図４、図５）

○熊本市内の交通渋滞に巻き込まれ、搬送に
時間がかかっており、速達性の確保が課題。

④災害発生時の救助・救急活動への支障

①地域産業への支障

○大手自動車メーカー国内唯一の二輪車生産拠点では、完成車の輸出等に熊本港を活用し、
国道57号で輸送しているが、渋滞によって到着時間にばらつきが生じている。（図１）

○中九州横断道路の沿線地域で生産された農産物を熊本市内の卸売市場から高速道路を利用
し、福岡や本州方面へ出荷しているが、熊本市内の渋滞を避けるため遠方の高速ＩＣへ
迂回している。（図１）

○熊本県内のガソリンは、主に九州唯一の製油所が位置する大分市から国道57号を経由して
供給されているが、熊本市内の渋滞による輸送時間の遅れが発生。（図２）

○精密機械である半導体製造装置等を輸送する際、規格の高い道路へ迂回している。

②観光拠点への低い高速性

③救急医療施設への低い速達性

○熊本県は、南海トラフ地震時の政府現地対
策本部に選定されており、熊本市周辺に位
置する防災拠点と九州全域との速達性が重
要であるが、災害時には対象区域周辺の著
しい交通集中により迅速な救援活動、物資
輸送に支障が生じる恐れがある。

大分市

大分県

熊本県

熊本市

阿蘇市

小国町

南小国町

高森町

南阿蘇村西原村

菊陽町

菊池市

山鹿市

御船町

甲佐町

山都町

玉名市

宇土市

美里町

嘉島町

荒尾市

長洲町

南関町

和水町

玉東町

大津町

産山村

合志市 タンクトローリー車
600～750トン/日※

益城町

製油所

E3

E77

E34 E10

対象区間

資料：阿蘇広域行政事務組合消防本部 資料：阿蘇広域行政事務組合消防本部

■管外搬送 ■管内搬送

その他の病院
（熊本市以外）

37%
R3年

管外搬送
985件

第三次救急
医療施設

（熊本市内）
54%その他の病院

（熊本市内）
9%

三次救急医療機関(熊本市)が
5割以上

管外搬送が概ね4割

図２ 大分県から熊本県への陸送によるガソリン等の輸送図１ 農産物や二輪車の輸送経路
資料：ヒアリング結果

※20kL車✕平日述べ40～50台/日
（ガソリン密度0.75kg/cm3として換算)

資料：ヒアリング結果

凡 例

ガソリン等の輸送

ガソリン等の輸送エリア
凡例

農産物の集荷ルート
農産物の出荷ルート
二輪車・部品の輸送ルート

渋滞を回避
して輸送

くまもと
田崎市場
（卸売市場）

対象区間

熊本市内
で渋滞

図３ 中九州横断道路沿線地域の宿泊客数（R1）
資料：熊本県観光統計表、大分県観光統計調査

政府現地対策本部
(熊本地方合同庁舎）

E3

E3A

E10
E77

E34E35

E34

E3
E10 対策本部からの

速達性確保

宮崎県

熊本県

大分県

福岡県
佐賀県

長崎県

資料：内閣府、九州を支える広域防災拠点構想(熊本県）

南海トラフ地震津波避難対策
特別強化地域の指定区域

南海トラフ地震防災対策
推進地域の指定区域

熊本を中心とした支援ルート
イメージ

図８ 南海トラフ地震時の対策区域

図５ 阿蘇地域の管外
搬送の内訳

図４ 阿蘇地域の搬送
件数の推移

なかきゅうしゅうお う だ ん く ま も と か ん じ ょ う れ ん ら く

くまもと こ う し くまもと

最大約25分の
ばらつきが発生

（最短57分、最長81分）

凡 例
熊本市DID
熊本市（DIDを除く）
熊本都市圏（熊本市を除く）

交通量 万台/日（混雑度） 主要国道の交通状況
※熊本市内の混雑度が高い箇所

②時間ロスの大きい移動経路

○熊本市内の交通渋滞で移動時間に
ばらつきが生じており、国道57号
を利用した大津町と熊本港間の移
動時間では、最大約25分の時間差
が発生するなど時間ロスが生じて
いる。（図７）

中心部
（熊本市役所）

各方面の平均速度

※市境から熊本市役所（国道上の
※最も近い地点）への平均旅行速度

○熊本市中心部から延びる国道57号
などの放射道路の平均速度低下が
著しく、交通集中により国道57号
の平均速度は16㎞/hと低い。
（図６）

熊本を中心とした道路網の形成

図７ 大津町～熊本港の所要時間
資料：ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ (R2.10～12月平日7時台～18時台)
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布

（
％

）

0%

36%

25%

10%

14% 14%

1%
0%

0%

10%

20%

30%

40%
平均65分

最大約25分のばらつきが発生

（最短57分、最長81分）
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大津熊本道路

[案②]一般道路整備案[案①］自動車専用道路整備案評 価 項 目

国道・市道と平面で交差し、沿道利用に配慮した案国道・市道と立体で交差し、全線自動車専用で整備することで高速性に配慮した案評価指標項 目

・中心部と周辺都市の移動時間の短縮が図られるが、平面交差点や沿道利用交通の流入による速度低下が発生する
ため案①に劣る (整備前 約54分 ⇒ 整備後 約39分)

△
・中心部と周辺都市の移動時間の短縮が図られる

(整備前 約54分 ⇒ 整備後 約34分)
○

中心部（熊本市）と周辺都市（合志市）の
移動時間

①
高速性確保・渋滞緩和に
よる生活環境の改善

暮
ら
し

政

策

目

標

・別線整備により交通が転換するため、熊本都市圏の渋滞緩和が見込まれるものの、対象道路に生活交通が残存し、
通過交通と混在するため効果は案①に劣る

△・別線整備により交通が転換するため、熊本都市圏の渋滞緩和が見込まれる○熊本都市圏の交通渋滞緩和②

・中心部と高速道路(九州道)間の移動時間の短縮が図られ、長距離輸送の効率が向上するが、平面交差点や沿道利用
交通の流入による速度低下が発生するため案①に劣る
（整備前（熊本IC） 約34分 ⇒ 整備後（熊本北JCT（仮）） 約25分）

△
・中心部と高速道路(九州道)間の移動時間の短縮が図られ、長距離輸送の効率が向上する

(整備前（熊本IC） 約34分 ⇒ 整備後（熊本北JCT（仮）） 約20分)
○

中心部(熊本市)と高速ＩＣの移動時間
【広域物流の効率化】

③

高速性・定時性・走行性
確保による産業の活性化

産
業

・産業拠点と熊本港の移動時間の短縮が図られるが、平面交差点や沿道利用交通の流入による速度低下や定時性へ
の影響が発生する (整備前 約61分 ⇒ 整備後 約47分)

・一般道路であるため、走行性は案①に劣る
△

・産業拠点と熊本港の移動時間の短縮が図られ、物流拠点への定時性が向上する
(整備前 約61分 ⇒ 整備後 約42分)

・自動車専用道路であるため、走行性の向上が見込まれる
○

産業拠点（原水工業団地）から熊本港へ
の移動時間・定時性・走行性
【物流拠点の利便性向上】

④

・大分市と熊本市間の移動時間の短縮により、沿線地域の輸送効率化が図られるが、平面交差点や沿道利用交通の流
入による速度低下が発生するため案①に劣る

(整備前 約188分 ⇒ 整備後 約176分)
△

・大分市と熊本市間の移動時間の短縮により、沿線地域の輸送効率化が図られる
(整備前 約188分 ⇒ 整備後 約171分)

○
県庁所在地間（大分市～熊本市）の移動
時間
【沿線地域間の輸送効率化】

⑤

・熊本市（熊本駅）と観光地との移動時間の短縮が図られるが、平面交差点や沿道利用交通の流入による速度低下が
発生するため案①に劣る
（熊本駅～阿蘇市間 整備前 約96分 ⇒ 整備後 約75分)

△
・熊本市（熊本駅）と観光地との移動時間の短縮が図られる

(熊本駅～阿蘇市間 整備前 約96分 ⇒ 整備後 約70分)
○

熊本市（熊本駅）から観光地への移動時
間

⑥
高速性の確保による
観光振興の促進

観
光

・沿線地域※1からの搬送時間の短縮が図られるが、平面交差点や沿道利用交通の流入による速度低下が発生するた
め案①に劣る
(阿蘇市～熊本医療センター間 整備前 約97分 ⇒ 整備後 約86分)

・一般道路であるため、速達性は案①に劣る

△

・沿線地域※1からの搬送時間の短縮が図られる
(阿蘇市～熊本医療センター間 整備前 約97分 ⇒ 整備後 約81分)

・自動車専用道路であるため、速達性の向上が見込まれる
○

沿線地域※1から第三次救急医療施設
（熊本医療センター）への搬送時間・速達
性

⑦
救急医療機関等への
速達性の向上

医
療

・道路ネットワークの形成により、災害時の対策本部から被災地への速達性が向上するが、平面交差点や沿道利用交
通の流入による速度低下が発生するため案①に劣る

(整備前 約77分 ⇒ 整備後 約38分)
△

・道路ネットワークの形成により、災害時の対策本部から被災地への速達性が向上する
(整備前 約77分 ⇒ 整備後 約33分)

○
災害時の対策本部（熊本地方合同庁舎）
から被災地（防災拠点：道の駅旭志）への
速達性

⑧
災害に強い道路ネット
ワークの形成

防
災

・別線整備により代替路が確保される
・平面交差で集落周辺を通過するため、災害時の各地点へのアクセス性の点で案①より優れる

○
・別線整備により代替路が確保される
・ＩＣアクセスに限定されるため、災害時の各地点へのアクセス性の点で案②に劣る

△災害時の代替機能の確保⑨

・信号による停車・発進が発生するため、案①に比べて大気等への影響が大きい✕・信号による停車・発進が発生しないため、大気等への影響は小さい○生活環境（大気）への影響⑩道
路
整
備
に

よ
る
影
響

・自然環境を考慮すべき箇所を通過するため、自然環境に影響を与える可能性がある✕・自然環境を考慮すべき箇所を通過するため、自然環境に影響を与える可能性がある✕自然環境の保全(動植物への影響)⑪
・国道３号や市道と平面交差するため、沿道住民が利用しやすい○・沿道からの利用は、ICからのアクセスに限定される✕沿道利用⑫
・平面交差であるため、交差点間で開通した箇所から効果発現が見込める○・部分的な開通ができないため、段階的な効果発現が見込めない✕段階的な効果の発現⑬

約450～550億円✕約400～500億円○経済性⑭

対応方針：【案①】自動車専用道路整備案による対策が妥当

[計画概要]
・路 線 名：中九州横断道路 熊本北～下硯川（熊本環状連絡道路）

・区 間：熊本県合志市野々島～熊本県熊本市北区下硯川町
・概略延長：約４ｋｍ ・車線数：４車線 ・設計速度：８０ｋｍ/ｈ
・概ねのルート：図９【案①】のとおり

（参考）当該事業の経緯等
［計画段階評価、都市計画決定等の状況］
・R4.12 ：第１回九州地方小委員会 ※計画段階評価手続き着手
・R5.1～3：意見聴取（地域と道路の課題、対応方針（案）の検討に際し重視

する項目）
・R5.6 ：第２回九州地方小委員会
・R5.7 ：対応方針（概略ルート・構造）の決定
・R6.2 ：都市計画決定（熊本県・熊本市）

［地域の要望等］
・R6.5 ：熊本県知事、熊本県議会が国土交通省、財務省に早期事業化及び有

料道路事業の導入を要望
・R6.5 ：熊本県知事、熊本県議会、熊本県議会九州横断道路建設促進議員連

盟、中九州・地域高規格道路推進期成会（熊本県側）が国土交通省
に早期事業化及び有料道路事業の導入を要望

・R6.6 ：熊本市長が国土交通省に早期事業化及び有料道路事業の導入を要望
・R6.8 ：地域高規格熊本環状道路建設促進期成会が国土交通省、財務省に早

期事業化及び有料道路事業の導入を要望
・R6.10：中九州横断道路建設促進協議会が国土交通省、財務省に早期事業化

及び有料道路事業の導入を要望
・R6.11：熊本県知事、熊本市長、合志市長、大津町長、菊陽町長が国土交通

省に早期事業化及び有料道路事業の導入を要望
・R6.11：中九州・地域高規格道路促進期成会（大分・熊本両県合同期成会）、

中九州・地域高規格道路推進期成会（熊本県側）が国土交通省、財
務省に早期事業化及び有料道路事業の導入を要望

・R7.1 ：熊本市長が国土交通省に早期事業化及び有料道路事業の導入を要望
・R7.2 ：熊本県知事、熊本市長、中九州・地域高規格道路推進期成会（熊本

県側）が国土交通省に早期事業化及び有料道路事業の導入を要望

４．対策案の検討
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中九州横断道路 熊本北～下硯川（熊本環状連絡道路）における計画段階評価
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【案①】自動車専用道路整備案 【案②】一般道路整備案
国道・市道と立体で交差し、全線自動車専用で整備することで高速性に配慮した案 国道・市道と平面で交差し、沿道利用に配慮した案

【平面図（イメージ）】 【平面図（イメージ）】
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【横断図（イメージ）】 【横断図（イメージ）】

図９ 中九州横断道路 熊本北～下硯川（熊本環状連絡道路）における対策案検討
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※1・・・沿線地域（菊池・阿蘇地域）
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